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論文の内容の要旨
　Bメソン崩壊におけるCP対称性非保存の検証をするために，高エネルギー加速器研究機構では，非対称Bファ
クトリーを建設しており，そのための検出器として，BELLEが建設されている。その申の，最も申心にある検
出器として，シリコンを用いた飛跡検出器SVDがある。
　SVDは，8万チャンネル余りの読みだしデータ数があり，そのデータを500Hzまで，効率良く読み出すために
は，フラッシュADC，および各クレート毎に分散したインテリジェンスをもったシステムを構築し，分散した
データ圧縮を行わなければならない。ハーバード型分散処理DSPである，SHARC　DSPを用いて，5クレート
（うち4つがデータ収集用）からなるシステムを構築して，そのデータ転送速度を実測した。また，予想される
データ量を計算機シミュレーションで計算し，構築したシステムが，その要求に十分答えられる事を示した。
　最後に，宇宙線による実際の飛跡の検出を行い，まだ十分ではないが，一応，検出器全体の動作確認を行った
結果，要求される性能がでる事が確認された。このシステムは，今春から始まる，データ収集に使われる予定で
ある。
この論文では，Bファクトリー，BELLE検出器を使った実験の意義をのべ，BELLE検出器，SVDの概要をのべ，
SVDのデータの読み出しシステムの事を詳細にのべている。さらに，Back　end　e1ectronicsに関して，実験デー
タを中心に解説してある。そして，最後に，宇宙線データに関してシミュレーションを含めて，述べてある。
審査の結果の要旨
辻田君の論文は，大型実験の装置建設の一部をなす仕事に関するもので，実験の直接的な結果はない。しかし，
この仕事なしには、実験は遂行できないくらい，重要な仕事である。データ収集システムの構築という，実験の
中枢をなすものである。論文は，綿密ていねいに書かれており，内容も豊富である。自分の仕事以外の部分も，
良く理解して書かれており，実験全体に関する理解度が深いことがうかがえる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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